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サイエンスクラウドを活用したプラズマ波形データの並列分散処理
Parallel Distributed Processing of Plasma Waveform Using Science Cloud
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科学衛星上でのプラズマ波動の波形観測は、宇宙プラズマ中の物理過程を理解するうえで非常に重要とされるが、波
形データはデータ容量が大きく、その中から特徴的な波動を人出で抽出・解析することが大変困難である。この問題に
対し、我々は計算機の力でシステマティックに様々な特徴的な波動を自動抽出するアルゴリズムの開発に長年取り組ん
できたが、同処理は雑音除去や特定周波数帯域の信号抽出など、検出精度の向上にむけたアルゴリズムの改良と試行に、
非常に多くのターンアラウンドを要する。今回、我々は NICTサイエンスクラウドに代表される大規模な並列計算機を
活用し、ヘテロタイプの時系列データ処理に適したタスクスケジューリング法を利用することで、並列化のために既存
解析ソフトに大幅な修正を加えることなく、解析効率の向上を実現した。本発表ではその成果を報告するとともに、今
後、同クラウドの活用によって期待される新たなサイエンスアウトプットについて議論する。
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